







A design of a piano class lesson at Chiba Keizai College



































































































































































































































































































































類する）、32 ～ 43番はヘ長調、44 ～ 48番はト長調である。
左手は原則、主要三和音ⅳによって構成し、例外的に副
三和音ⅴやドッペルドミナントⅵを使用する。
　上巻は１曲を除き、すべて歌詞付きの歌唱曲で構成し、
歌い出しの合図（カウント＆かけ声＝１，２，３、ハイ）
をさせ、それに合わせて教員が歌うのがレッスンの基本
スタイルである。声かけの習慣化は、他者を意識した伴
奏において第一に身につけるべき要件だと考える。
　下巻は、上巻で保育職に必要なピアノの専門性の獲得
後、一般的なピアノ奏法へステップアップするためのも
ので、その柱はスラーⅶによるレガートⅷとサスティンペ
ダルⅸの習得である。また下巻の後半では、要求水準が
急カーブで上がる。従って、全曲習得するかは個人の判
断に委ねられ、一般演奏より保育職に直結した技術を学
びたい者は、担当教員の裁量で適切な曲集を選択する。
単位取得は、上巻を終了することと、後述するピアノ簡
易奏法にて30曲をクリアすることが条件である。
（4）「器楽Ⅱ」（２年次選択科目）
　器楽Ⅰの単位を取得した２年次生の選択科目で、器楽
Ⅰの継続、発展を意図するが、主に器楽Ⅰで可の評価を
得た者は継続、良の者は継続＆発展、優・秀の者は基本
的に発展を目指している。継続的内容とは、現場の歌唱
教材に対するさらなる成熟を目指す。具体的な内容は「弾
き歌い」できる曲のさらなるレパートリー獲得に重点が
置かれる。発展的内容とは、職能の枠を飛び出すことで、
職能そのものをブラッシュアップしていけるような資質
を養うことを目的とする。具体的には古今の名曲はもち
ろん、連弾や２台ピアノ楽曲も取り入れている。
　以上はおおまかな区分で、実際には個人の就職希望に
応じた完全オーダーメード型の内容となる。「完全オー
ダーメード型」の授業とは、実習や就職試験で必要な曲
がある場合、個別に対策することが含まれる。実習先に
よっては、事前打ち合わせで10曲以上楽譜を渡される場
合もあり、ピアノが得意ではない学生にとって負担が大
きい。個々のレベルに合わせて対策することで、実習や
就職試験を円滑に乗り切れるよう指導にあたっている。
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（5）「ピアノ簡易奏法」（１年次夏季集中）
　保育者の職能としてのピアノ技能は、歌唱指導の際に
ピアノを道具として活用する点にある。従来、器楽は教
科に関する科目として奏法の基礎を培い、表現指導法が
教職に関する実践を学ぶ科目としての位置づけがなされ
ていた。しかし既に述べてきたように、保育現場におい
てのピアノの役割は、子ども達と音楽を楽しむための道
具としての比重が高い。幼児向けの歌曲の伴奏を原曲の
まま演奏することは、相応のピアノ経験者でも簡単では
なく、さらに、歌唱指導の際に決定的な役割を果たす「弾
き歌い」をこなせるまでの技量を身につけるには相応の
訓練が必要である。この点に焦点を絞り、ピアノ初心者
にも「弾き歌い」が可能なように、原曲を簡易化し、演
奏を技術的に軽減することが「ピアノ簡易奏法」の目的
である。
　重要なことは、何のために演奏の負担を軽減するか
である。歌唱指導をする際の基本は、指導者がスムーズ
に弾き歌いできることであろう。弾きながら歌うとい
う、２つの動作を同時にすることは簡単ではない。伴奏
が難しければ、弾きながら歌うという高度なことはより
困難になる。この点の解決策として講じているのが簡易
奏法で、１年次前期の「基礎音楽」で学んだコードネー
ムの知識を活用し、大譜表に簡易楽譜を自ら作成し、弾
けるようにするのがこの科目である。曲数は１年次で70
曲、２年次で30曲をプラスして在学中に100曲のレパー
トリー獲得を目標とする。
　夏季集中授業として扱い、４日間15コマの短期集中で
授業を行うことにより、長期休み中に全くピアノを弾か
ないということが無くなる利点とともに、通常の授業時
では１週間に２～３曲しか進まない学生も、４日間の集
中授業で10曲～ 50曲扱うことを経験する。このことで練
習方法を改めて見直すきっかけになり、その後の練習の
効率化に一役買っている面もある。器楽授業と連動して
いるため、後期以降の授業にも役立つ科目設定である。
（6）「こども歌唱Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」（１・２年次選択科目）
　この授業は常時開講している選択科目である。保育
者を目指すにあたって、避けては通れない「声を出すこ
と」にフォーカスした授業だ。平成28年度から担当者が
変わった為、筆者もアシストとして授業に参加し、現場
で培った「手遊び」を授業の最初に教えている。筆者自
身、学生時代はあまり声が出なかったため、現場に勤め
始めた当初はすぐに声を枯らし、困った経験が何度もあ
る。手遊びをする際はアカペラで正確に音程をとる必要
があり、音程が正確でも声が出なければ子どもたちには
伝わらない。０歳児クラスでは、子どもたちの注目を集
めたい時や、子どもが泣いている時に、保育者が童謡や
子どもたち向けの曲を歌うと泣き止んだり、興味を示し
たりすることが度々あった。より月例の低い子どもたち
に向けるという点では、手が塞がるピアノの演奏より、
手軽に子どもを集中させられるツールとして「声」「歌」
は重宝だ。歌が上手な保育者は子どもたちから人気があ
り、言語がまだ話せない月齢の子どもたちからも、身振
り手振りで歌を求められる場面が多々あった。
　筆者は現場で声を出しているうちに、声帯が鍛えられ、
学生時代よりは声が出るようになった。音程やリズム
感に自信がない保育者は歌うことにコンプレックスがあ
り、声を出すことを避けてしまい、手遊びの際は活気が
なかった。先導する保育者の自信のなさは子どもにも伝
わり、生き生きと楽しく歌うことができない印象である。
本科目は発声練習からきちんと始め、子ども向けの曲か
ら本格的な合唱曲までを扱い、声量や音程感を伸ばすこ
とを目指している。普段意識して声を出している学生は
少なく、「基礎音楽」の授業で歌を取り上げた際は、高
い音域になると声が出ず、オクターブ下げてしまう学生
も見られた。声を出すことに心理的な壁を感じる学生は
一定数いるようだ。本科目で様々な発声練習を積むこと
によって、心理的な壁は少し薄れ、授業が進むにつれて
人前で声を出すことに抵抗感を感じる学生が減っている
と思われる。
　「基礎音楽」の授業でこの「声」「歌」のことに関して
は学生に問題意識を提示してあり、それをきっかけに
「歌が苦手なことを克服したい」「音程が取れるようにな
りたい」「歌うことが好きだからもっと上手くなりたい」
など本科目の履修理由は様々だが、後々現場に出た際の
ことを意識している学生も多い。これは音楽関連科目の
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教員間で連携が取れている証拠だろう。
　選択授業という点と、他の必修授業と重なってしまい、
履修したいけれど履修できないという声を度々聞くのは
残念なことである。
（7）「弾き歌い」（年度末集中）
　この授業は平成29年度に設置したばかりのものであ
る。本稿執筆時点において、内容の詳細は計画段階だが、
大綱は「歌唱訓練」と「ピアノ簡易奏法」で作成した簡
易楽譜を使った「弾き歌い」の実地訓練になることは決
定済みである。
　「弾き歌い」とは、保育所・幼稚園で必要になる専門
技術である。保育士養成関連のピアノ指導について、国
立情報学研究所の学術サイト「CiNii」で論文検索をする
と「弾き歌い」についての研究や報告がたくさんヒット
する。「特に最近の10年間（2006年～ 2015年）は“伴奏”
ではなく“弾き歌い”という名称が一般化し、「弾き歌い」
をテーマにする研究が急増している。」（西海、笹井、細
田、2017、p60）とあるように、保育者養成校でこれだ
け重要視されている「弾き歌い」は、保育者を目指す者
にとっては必須の技術と言えるだろう。独奏ができても
「弾き歌い」ができるとは限らない。「器楽Ⅱ」でも扱っ
ているが、集中授業で取り上げることにより科目の連携
を図り、学生の技術向上に繋がるよう工夫したい科目で
ある。
（8）連携することの重要性
　保育コースの学生には３期に分けた計６週間の保育実
習と４週間の教育実習が課される。免許・資格取得を目
指す学生は、在学中の計10週間の実習に加え、免許・資
格取得条件の科目も多く、さらに家庭の事情等でアルバ
イトせざるを得ない学生に余暇などない。保育士・幼稚
園教諭を目指す学生は、実習や就職までに「もっとピア
ノ演奏が上手になりたい」「楽譜が読めるようになりた
い」「リズムがわかるようになりたい」「歌が歌えるよう
になりたい」と考えていることは、アンケート調査ⅹか
らも明らかである。
　しかし先にも述べたように、ピアノを演奏する際には
いくつものことを同時に行わなければならない。音楽は
様々な要素から成り立っており、それぞれの科目毎に主
とする内容は違うが、目指す方向まで違ってしまえば、
効果的な学習は困難だろう。平成28年度より「基礎音楽」
の担当者が変わったことをきっかけに、関連科目の連携
が図れるようになった。集団講義でピアノへの構え方や
手の位置など、ピアノを演奏するうえで中核になる導入
部分を一斉に伝えられる効果は高い。最初から練習方法
について一斉に伝えることで初心者へのフォローもしつ
つ、個別レッスンで一から指導する手間が省け、限られ
たレッスン時間をより効率的に使えるようになった。ピ
アノ＆関連科目の担当教員間で指導のコンセンサスが取
れていることで、担当教員ごとの意見の相違が最小限に
抑えられ、半期ごとに担当教員が変わっても学生の混乱
はあまり見られない。
　それぞれの科目の反省を踏まえて毎年改良する授業設
計は、時代と学生のニーズに合っており、これからもよ
り現場に即した内容となるよう、担当教員の連携を図り
ながら指導にあたりたい。
Ⅳ　おわりに
　以上、本学におけるピアノ＆関連科目の授業設計と、
科目間の連携について述べてきた。筆者は本学在学中、
ピアノが好きであるからこそ、用意された教材に一生懸
命取り組んだ。５年に渡る現場経験を経て、指導する側
から見た授業とは、綿密な計画の上に組み立てられてい
ることを実感する。それと同時に、日々、現場から寄せ
られるニーズに最適に対応した授業内容を設計すること
は、学生に対して有効な授業を提供する上で欠かせない
ことに気づかされた。筆者は縁あって母校の教職をアシ
ストすることになったが、ピアノを演奏するのみならず、
ピアノを上達したい学生に寄り添い、指導することは得
ることも多い。現在指導する学生たちが、就職して現場
に立ち、在学中の学びは価値のある内容であったか語っ
てくれることを楽しみにしている。
　なお、今後の課題として、本稿で述べた授業設計の具
現たる教則本の内容と、それに込められた学習必須事項、
簡易奏法で取り上げる曲の選定方針とその具体的楽曲等
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については、改めて報告したい。
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注
ⅰ）たいせつなともだち
　作詞：逸見龍一郎　作曲：古川竜也
　2009年にベネッセコーポレーションから出ている。ベネッ
セのCMで使用され、保育所や幼稚園などにCDを無料配布
していることから広まりつつある。ベネッセのホームペー
ジにて、無料で楽譜をダウンロードすることが可能。
ⅱ）相対音感
　音感には「絶対音感」と「相対音感」の２種類がある。「絶
対音感」は聞こえた音の高さを楽器等の助けを借りずに識
別できる能力。これに対して、現実に聞こえている音を基
準にして、その音との比較を通して音程などを判断したり、
必要な音を出したりする能力を「相対音感」という。
ⅲ）初見奏
　初めて見る楽譜をその場で奏すること。
ⅳ）主要三和音
　音階の各音上に作られた三和音のうち、Ⅰを主和音、Ⅴを
属和音、Ⅳを下属和音とよび、これら３つをまとめて主要
三和音と呼ぶ。
ⅴ）副三和音
　主要三和音以外のⅡ、Ⅲ、Ⅵ、Ⅶの和音を副三和音という。
ⅵ）ドッペルドミナント
　属調の属和音。例えばハ長調の場合、属調＝ト長調の属和
音であるD7がこれにあたる。
ⅶ）スラー
　音高の異なる、いくつかの音符の上や下につける弧線のこ
とで、音を滑らかにつなげて演奏することを表す。
ⅷ）レガート
　音と音を途切れさせず、滑らかに演奏する奏法のこと。
ⅸ）サスティンペダル（ダンパーペダル）
　ペダルを踏んでいるあいだに押した鍵盤の音を、ペダルを
離すまで保つ機能。ピアノ及びハープシコードの通常右側
のペダル。
ⅹ）以下の論文を参照されたい。保育士・教員養成校で実施
された、幼稚園実習後の弾き歌い及びピアノ実技に関する
意識調査を報告した「幼稚園実習における弾き歌い及びピ
アノ演奏について　平成27年度アンケート調査分析結果報
告」（鈴木佑未子、「JMSME音楽メディア研究第2巻」、p30-
p38、2016）
